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報道関係者各位 

開業社労士の多様な志向が明らかに 

～社労士制度創設来初のパネル調査結果を公表～ 

全国社会保険労務士会連合会（会長：大野 実）は、社労士制度創設来初の「開業社労士の業

務スタイルの変化に関する調査（パネル調査）」を実施し、その調査結果を公表した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本調査は、持続可能な社労士制度・業務の在り方の考察を目的に、2024年春季に実施した社労士

実態調査において、一定要件を満たした開業社労士を対象に実施。今後、２年に１回の定期調査と

して実施する予定である。 

1968年の社労士法制定以降、社会経済の成熟化、人口動態の変化、価値観の変容等、制度を取り

巻く環境は激変しており、特に労働環境の複雑化、企業のコンプライアンス意識の向上等を背景に、

社会から求められる社労士に対する期待や役割は増大し続けている。 

当連合会では、今後も本調査結果を踏まえた社労士制度づくりを推進し、社労士が将来にわたっ

てその使命を果たし続けるため、信頼・信任され続ける持続可能な制度の発展に向けて活動する。 

＜概要＞ 
調査期間：2024年10月19日～12月1日 
調査対象：開業社労士1,983人  
調査の方法：Web     回収状況：有効回収数：1,609人 有効回収率：81.1％ 
＜調査結果のポイント＞ 
・開業社労士の事務所タイプについて、多様な志向が明らかに 
◆事業拡大・成長型タイプ 
・事業拡大・成長型の社労士事務所あるいは法人の売上は平均約7,288万円（右図） 

➡中央値でみても「約3,344万円」であり、際立っていることがうかがえる。 
・1事務所あたりの顧問契約社数は平均：120社、中央値：74社 
・売上の大半は顧問契約受注が占めており、 
受託業務は手続業務や給与計算業務を主に展開している。 
◆プロフェッショナル型タイプ 
・プロフェッショナル型の事務所では、労働及び社会保険に関する相談業務や 
コンサル業務を主に展開しており、売上は平均約1,973万円 

◆ライフプランとの両立型タイプ 
・ライフプランとの両立型の事務所では、手続業務や労働及び社会保険に 
関する相談業務を主に展開しており、売上は平均約1,444万円 

＜詳細資料URL＞ 
https://www.shakaihokenroumushi.jp/information/tabid/201/Default.aspx?itemid=7476&dispmid=648 
※全国社会保険労務士会連合会の公式ホームページ内「お知らせ」に掲載 

「人を大切にする企業」づくりから「人を大切にする社会」の実現へ 

全国社会保険労務士会連合会 
Japan Federation of Labor and Social Security Attorney’s Associations Press Release 
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